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図書館サービス計画立案のプロセス

2010/９/19～21 日本図書館協会ステップアップ研修Ⅱ
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三村敦美（座間市立図書館）

Ⅰ.図書館サービスとは
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「望ましい基準」にみるサービス

「公立図書館の設置及び運営に関する基準」（平成１３年７月）

（ １） 運営の基本

（ ２） 資料の収集，提供等

（ ３） レファレンス・サービス等

（ ４） 利用者に応じた図書館サービス

（ ５） 多様な学習機会の提供

（ ６） ボランティアの参加の促進

（ ７） 広報及び情報公開

（ ８） 職員

（ ９） 開館日時等

（１０） 図書館協議会

（１１） 施設・設備
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「これからの図書館像」に見るサービス

これからの図書館像－地域を支える情報拠点をめざして－（報告）

（平成１８年３月）

2． これからの図書館サービスに求められる新たな視点

（1）図書館活動の意義の理解促進

（2）レファレンスサービスの充実と利用促進

（3）課題解決支援機能の充実

（4）紙媒体と電子媒体の組合せによるハイブリッド図書館の整備

（5）多様な資料の提供

（6）児童・青少年サービスの充実

（7）他の図書館や関係機関との連携・協力

図書館間の連携・協力

行政部局、各種団体・機関との連携・協力

（8）学校との連携・協力

（9）著作権制度の理解と配慮
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図書館の目指す位置

社会基盤としての図書館

図書館の社会基盤化を目指して
るのが現在の図書館の姿

サービス機関としての図書館

情報提供を基本的な業務とする
サービス機関であり、情報提供
機能のほか教育的機能、保存機
能等も有する。
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地域図書館の優位性

・場としての図書館

– 人と人の出合う場

– 地域密着

・現物の力

– 本、雑誌などの現物の持つ質感、一覧性
など

・ポータルとしての図書館

– 入口機能の重要性
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社会基盤化の要件

１ 全ての住民が利用できる（全員サービス）

2 次元別サービスがされている（点・線・面）

3 緊急時に必要な情報やそれを提供できる体制がある

4 専門職の継続的な配置がされている

5 サービスが継続的に行えるような財政的裏付けがある

6 サ ビスが円滑に行えるような施設が整備されている6 サービスが円滑に行えるような施設が整備されている

7 効率的な運営がされている

8 ネットワークが構築されている

9 サービス計画やマニュアルが整備されている

10 住民との協働が行われている

11 保存機能・提供機能・教育的機能を持っている
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次元別サービス－点・線・面－

点

ある時点に限り必要な資料や情報が求められる

線

範囲は狭いが深く継続的に求められる範囲は狭いが深く継続的に求められる

面

日常生活の様々な場面で常に求められる
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Ⅱ.図書館サービス計画

9

図書館経営の流れを見る

ミッション

ビジョン

・出発点は「ミッション」
・ミッションに至る道筋は
時代と共に変化する。
・時代や状況に合致した
「ビジョン」の設定。
ビジョンを具体化したの

マネジメントサイクルから
見ると

ＰＬＡＮ：計画

ＤＯ：実行
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ミッション

ビジョン

計 画

評 価

計 画

業 務

・ビジョンを具体化したの
が「計画」。
・計画を作業に落とし込む
と「業務」になる。
・最終的には「ミッション
」で終わる。

ＣＨＥＣＫ：評価

ＡＣＴＩＯＮ：是正

サービス計画はなぜ必要か

• １．社会状況の変化

• ２．行政の変化

• ３．図書館を巡る環境の変化

自
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• ４．自治体の危機的状況

• ５．図書館の危機的状況への対応策

究極的には、「使命」を果たすため

なぜ、危機なのか

自治体の経営問題と財政問題

理念と地方自治現場の乖離

厳しい財政状況

図書館の地位の相対的低下

保存機能－Google Booksや機関ﾘﾎﾟｼﾞ
ﾄﾘ

提供機能－ｲﾝﾀｰﾈｯﾄによる自己ﾚﾌｧﾚﾝｽ
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サービス計画と図書館評価

評価とサービス計画（経営戦略）を切り離
すことが難しくなってきた

組織の生き残りをかけた戦略的なマネジメ
ントに必須の道具である
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サービス計画策定の手順（流れ）

自治体と地域の分析

図書館の現状分析・評価

ミッションとビジョンの確認

解 方策課題と課題解決の方策

年次計画
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「サービス計画」策定の手順（１）

1．自治体と地域の分析
１）自治体の地理的特徴、歴史的特徴

２）自治体の基本構想、長期計画、実施計画な
どの調査・分析

３）地域の現状分析
・人口構成
・産業構造
財政状況・財政状況

・文化、教育、情報などの特徴
・教育・文化に関する住民の意識

第1次産業 第2次産業 第3次産業

１）△△自治体の産業就業人口構造 ％ ％ ％

２）当該都道府県の産業就業人口構造 ％ ％ ％

３）近隣自治体の産業就業人口構造 ％ ％ ％

４）全国の産業就業人口構 ％ ％ ％
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地域の現状分析（ア）

『民力』（朝日新聞社）
４０年の歴史を誇り、マーケティング・販
売・行政実務に絶大の信頼度を誇る地域デー
タベース。 ２４の基本指標と独自の「エリ
ア」概念を導入し地域単位の指標を掲載して
いる。

『地域経済総覧』（東洋経済新報社）『地域経済総覧』（東洋経済新報社）
1971年の創刊以来、自治体別の経済・社会
データを幅広く収録。豊富なデータを収録し
た地域統計集として知られる。

『全国市町村要覧』（第一法規）
全国の市区町村別に人口、世帯数、面積、人口密度、高
齢者人口、産業別就業人口、国勢調査人口及び増減の状
況、事務所の位置、市区町村長名、市区町村議会議長名、
合併及び境界変更等の状況等について、最新のデータに
基づき収録するとともに、市区町村の変遷と現況を把握
できる資料として編集している。
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地域の現状分析（イ）

総務省統計局
http://www.stat.go.jp/

統計データポータルサイトから検
索

http://portal.stat.go.jp/
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我が国の国土、人口、経済、社会、文化
などの広範な分野にわたる基本的な統計
データを、網羅的かつ体系的に収録。

２７の分野、約７５０の統計表及び約
５０の図表からなる。

地域の現状分析（ウ）

総合計画等の調査・分析（座間市の例から）

基本構想 ２０年間（平成３年度～２２年度）

前期基本計画 １０年間 後期基本計画 １０年間
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前期基本計画 １０年間
（平成３年度～１２年度）

後期基本計画 １０年間
（平成１３年度～２２年度）

実施計画 ５年間

（平成３年度～７年度）

実施計画 ５年間

（平成８年度～１２年度）

実施計画 ３年間

（毎年ローリング方式）
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地域の現状分析（エ）

総合計画等と図書館の連携例
☆「第3次座間市総合計画 後期基本計画」（平成１3年策定）

・第3節 障害者福祉の充実

「障害者の自立を促すため、関係機関と連携し、治療・訓練・
生活指導の充実に努めます。」

☆「第3次座間市総合計画 実施計画」

（平成20年度～平成２２年度）

・精神障害者社会復帰促進事業

「精神障害者保健福祉手帳所持者を対象に、創作活動、スポー
ツ・レクリエーション、調理、野外活動、話し合い等のグループ
活動を行う。」

図書館で講座「図書館入門」「インターネット入門」
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「サービス計画」策定の手順（２）

2．図書館の現状分析・評価
１）統計分析

・各種指標の活用
・同規模自治体との比較
・経年変化（過去10年間
程度）の分析

２）利用者調査 図書購入費と貸出の関係 図書費

貸出冊数

３）市民アンケート調査

４）利用者満足度調査

５）サービス品質調査

0千円

5,000千円

10,000千円

15,000千円

20,000千円

25,000千円

30,000千円

35,000千円

40,000千円

0冊

100,000冊

200,000冊

300,000冊

400,000冊

500,000冊

600,000冊

700,000冊

800,000冊

900,000冊

貸出冊数

図書費 8,894千 16,108千 34,001千 28,059千 12,911千 14,528千 18,236千 17,457千 18,699千 18,342千 18,944千 19,322千 19,703千 12,510千 14,725千 15,999千 17,999千 18,500千 19,000千 19,500千 20,000千 20,600千 20,600千

貸出冊数 149,521 184,545 157,944 365,527 386,587 408,938 463,835 514,756 555,802 587,926 631,110 654,872 703,303 610,786 588,922 621,832 625,302 633,832 706,515 797,298 809,882 814,311 849,697

1980年

度

1981年

度

1982年

度

1983年

度

1984年

度

1985年

度

1986年

度

1987年

度

1988年

度

1989年

度

1990年

度

1991年

度

1992年

度

1993年

度

1994年

度

1995年

度

1996年

度

1997年

度

1998年

度

1999年

度

2000年

度

2001年

度

2002年

度

新館開館

20

数値による評価

指標名 計算式 特徴と課題

蔵書回転率
（貸出件数と蔵書のバランスを見る
指標）

貸出件数／蔵書数 貸出冊数との相関はあるものの、どの程
度の数字が妥当なのかという基準がなく、
比較指標としてはあまりふさわしいとは
言えない。

住民一人当りの貸出件数
（活動状況を見る指標。図書館の指
標として最も使われている）

貸出件数／人口 人口規模に大きな差がある場合、同一俎
上で比較することが妥当かどうかという
問題がある。また、広域的な貸出を行な
う図書館が増えてきており、その自治体
の人口で考えることが妥当かという問題
もある。さらに、根源的な事として、資
料 貸出がそ 図書館 評価と直接結び

21

料の貸出がその図書館の評価と直接結び
つくのかという議論が常に行われている。

住民一人当りの資料費
（自治体の投資状況を見る指標）

資料費／人口 資料費は蔵書数や貸出と強い相関関係に
あり、比較指標として妥当と思われる。
しかし、人口規模に大きな差がある場合、
同一俎上で比較することが妥当かどうか
という問題がある。

住民一人当りの予約件数
（予約の普及状況を見る指標）

予約件数／人口 予約件数は職員数や蔵書数、雑誌ﾀｲﾄﾙ数
と相関関係を示すほか、貸出とは強い相
関関係にある。比較指標としては妥当と
思われる。

類似自治体との比較

１）比較表

座間市 浦安市

人口 １２７千人 １５０千人

正規職員数 １２人 ３７人

人口規模がほぼ同じ
自治体、あるいは産
業構造も類似してい
る自治体で、当該自
治体より図書館サー
ビスレベルが高いと
思われるところを選

びます。

正規職員数 １２人 ３７人

内有資格者数 ６人 ３７人

非常勤職員数 ９人 ４６人

総職員数 ２１人 ８３人

蔵書数 ３６３千冊 １，０１９千冊

雑誌数 ２６７タイトル ８１５タイトル

貸出件数 ９４４千点 １，８５６千点

予約件数 １０３．９千件 １８６．５千件

図書館費（2006年度） ８５，９９２千円 ３３２，６５５千円

内資料費 ２７，１７９千円 １２２，６０１千円

内図書費 ２０，０００千円 ９８，９０８千円
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同規模自治体との比較

図書館名 貸出　（千
冊）

図書館名 市民一人
当り貸出
（冊）

図書館名 総職員一人
当り貸出
（冊）

図書館名 予約件数
（千件）

浦安市(千葉県) 1,776 武蔵野市(東京都) 13.18冊 豊川市(愛知県) 59,467冊 多摩市(東京都） 201.3
武蔵野市(東京都) 1,726 浦安市(千葉県) 12.69冊 太田市(群馬県) 55,778冊 箕面市(大阪府) 164.6
多摩市(東京都） 1,439 草津市(滋賀県) 12.11冊 草津市(滋賀県) 52,154冊 浦安市(千葉県) 131.5
草津市(滋賀県) 1,356 岩国市(山口県) 11.95冊 座間市(神奈川県) 41,116冊 武蔵野市(東京都 120.7
箕面市(大阪府) 1,319 春日市(福岡県) 11.16冊 河内長野市(大阪府) 39,589冊 草津市(滋賀県) 112.9
岩国市(山口県) 1,267 生駒市(奈良県) 10.86冊 大牟田市(福岡県） 39,471冊 入間市(埼玉県） 86.5
生駒市(奈良県) 1,238 箕面市(大阪府) 10.81冊 春日市(福岡県) 38,871冊 座間市(神奈川県 75.1
春日市(福岡県) 1 205 多摩市(東京都） 10 21冊 東海市（愛知県） 38 396冊 松原市(大阪府) 67 0春日市(福岡県) 1,205 多摩市(東京都） 10.21冊 東海市（愛知県） 38,396冊 松原市(大阪府) 67.0
河内長野市(大阪府 1,156 河内長野市(大阪府 9.55冊 瀬戸市(愛知県) 38,219冊 三田市(兵庫県) 65.4
我孫子市(千葉県) 1,155 我孫子市(千葉県) 8.88冊 岩国市(山口県) 37,265冊 生駒市(奈良県) 65.1
入間市(埼玉県） 1,028 三田市(兵庫県) 8.50冊 三田市(兵庫県) 35,858冊 我孫子市(千葉県 61.5
小牧市(愛知県) 990 国分寺市(東京都) 8.41冊 深谷市(埼玉県) 35,769冊 新座市(埼玉県） 51.9
三田市(兵庫県) 961 朝霞市(埼玉県) 7.79冊 西尾市(愛知県) 33,876冊 東村山市(東京都 51.3
朝霞市(埼玉県) 935 豊川市(愛知県) 7.62冊 松阪市(三重県) 33,500冊 三郷市(埼玉県) 49.1
国分寺市(東京都) 933 飯田市(長野県) 7.33冊 新居浜市(愛媛県) 32,432冊 国分寺市(東京都 47.3
東村山市(東京都) 910 富士宮市(静岡県) 7.26冊 大東市(大阪府) 31,619冊 戸田市(埼玉県) 45.6
富士宮市(静岡県) 893 羽曳野市(大阪府) 7.21冊 泉佐野市（大阪府） 31,267冊 春日市(福岡県) 44.4
豊川市(愛知県) 892 東海市（愛知県） 7.18冊 桑名市(三重県) 31,000冊 青梅市(東京都) 42.4
座間市(神奈川県) 884 座間市(神奈川県) 7.02冊 箕面市(大阪府) 30,746冊 羽曳野市(大阪府 38.3
羽曳野市(大阪府) 873 小牧市(愛知県) 6.97冊 生駒市(奈良県) 30,644冊 岩国市(山口県) 33.2
刈谷市(愛知県) 847 入間市(埼玉県） 6.95冊 大垣市（岐阜県） 30,628冊 河内長野市(大阪 32.4
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神奈川県内各自治体の図書館活動の比較
－2007年度の数値から－

利用に関する事項
自治体名蔵書回転

率（回）
自治体名市民一人

当り貸出
（冊）

自治体名人口一人
当りの予
約件数
（件）

自治体名職員一人
貸出（冊）

自治体名正規職員一
人当たりの
予約件数
（件）

自治体名人口千人
当りの図
書館間借
受冊数
（冊）

自治体名人口千人
当りの文
献複写枚
数（千
枚）

自治体名延べ床面
積あたり
の貸出
（冊）

藤沢市 3.42回藤沢市 10.28冊
厚木市

1.704件逗子市 120,000冊藤沢市
19,160.0件

清川村 285.7冊鎌倉市 0.69川崎市 449冊

川崎市 2.98回逗子市 10.17冊藤沢市 1.664件藤沢市 118,343冊川崎市
16,488.7件

真鶴町 65.3冊逗子市 0.66藤沢市 434冊

寒川町 2.82回二宮町 9.93冊鎌倉市 1.535件海老名市 81,714冊逗子市
16,180.0件

葉山町 61.8冊藤沢市 0.49
厚木市

345冊
厚木市 11 279 4件
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横浜市 2.69回寒川町 7.65冊逗子市 1.371件川崎市 79,380冊
厚木市 11,279.4件

二宮町 61.3冊二宮町 0.37座間市 264冊

逗子市 2.65回
厚木市

7.27冊座間市 0.933件寒川町 73,400冊鎌倉市
11,129.2件

湯河原町 52.9冊
厚木市

0.31綾瀬市 263冊

鎌倉市 2.54回座間市 7.27冊川崎市 0.848件大和市 73,000冊横須賀市
10,596.3件

座間市 48.0冊川崎市 0.29茅ヶ崎市 261冊

座間市 2.47回鎌倉市 7.13冊平塚市 0.790件座間市 71,538冊大和市
9,300.0件

大井町 39.7冊相模原市 0.24逗子市 256冊
厚木市

2.30回湯河原町 5.89冊横須賀市 0.681件二宮町 59,600冊座間市
9,184.6件

大磯町 37.5冊座間市 0.23鎌倉市 247冊

大和市 2.24回葉山町 5.51冊横浜市 0.610件相模原市 55,325冊横浜市
8,862.8件

鎌倉市 35.2冊葉山町 0.22相模原市 221冊

茅ヶ崎市 1.86回平塚市 5.30冊大和市 0.500件茅ヶ崎市 52,235冊平塚市
7,079.3件厚木市

31.5冊横須賀市 0.20大和市 219冊

平塚市 1.79回伊勢原市 5.13冊二宮町 0.457件鎌倉市 51,708冊秦野市
6,275.0件

海老名市 30.2冊湯河原町 0.19大井町 200冊

伊勢原市 1.68回清川村 5.00冊秦野市 0.446件綾瀬市 51,333冊相模原市
5,697.5件

三浦市 25.5冊茅ヶ崎市 0.18開成町 198冊

相模原市 1.62回大井町 4.89冊大磯町 0.402件
厚木市

48,088冊海老名市
5,314.3件

大和市 23.6冊寒川町 0.18横浜市 190冊

二宮町 1.61回大磯町 4.86冊寒川町 0.338件平塚市 47,552冊茅ヶ崎市
3,941.2件

伊勢原市 23.3冊平塚市 0.18海老名市 171冊

海老名市 1.53回海老名市 4.54冊相模原市 0.323件伊勢原市 47,091冊寒川町
3,240.0件

逗子市 22.1冊海老名市 0.16平塚市 170冊
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図書館満足度調査
－来館調査の一例として－

7.85

7.31

7.2 7.19
7.21

7.18

7.29

7 2

7.4

7.6

7.8

8

厚木市

綾瀬市

伊勢原市

海老名市
6.79 7.2

6.2

6.4

6.6

6.8

7

7.2

総合評価

海老名市

座間市

秦野市

大和市

愛川町

清川村

25

※神奈川県県央地区で2003年9月実施

「サービス計画」策定の手順（３）

3．基本的事項の確認

１）理念、法律、規定、国の施策などの確認

２）先進事例、典型事例の採取

・インターネットの活用

・報告書、全国図書館大会などでの情報収集

３）最新の研究動向調査３）最新の研究動向調査

・研究団体への加入

・雑誌の活用

「図書館雑誌」「現代の図書館」「図書館界」「日本図書館情報
学会誌」「みんなの図書館」など

４）館内での共通理解

ミッションや自館のビジョンを共有する→リーダーシップの重要
性

26

公立図書館の理念、目標、基準など

１）「子どもの読書活動推進に関する法律」（2001.12）
「子どもの読書活動推進に関する基本計画」（2002.8）

２）「公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準」（平成13年＜2001年＞
7月告示）

３）「2005年の図書館像―地域電子図書館の実現に向けて―（報告）」
（2000.12）

４）「公立図書館 任務と目標 解説 増補修訂版 （日本図書館協会４）「公立図書館の任務と目標 解説 増補修訂版」（日本図書館協会
2000.12）
数値目標が付録として巻末に収録されている。

５）「新しい情報通信技術を活用した生涯学習の推進方策について（答申）」
（2000.11）

６）「これからの図書館像－地域を支える情報拠点をめざして－（「これから

の図書館の在り方検討協力者会議」報告書）」（2006.4.5）

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/18/04/06040513.htm

27

「サービス計画」策定の手順（４）

４．ミッションとビジョンの確認

５．課題と課題解決の方策
1）比較や自館の位置づけから課題を探る

2）課題の問題点を具体的に列挙する

3）問題点の解決方法を考える

1.ミッション
当該図書館の使命（ミッショ
ン）を記入します。ここに記
入するのは、策定するサービ
ス計画に関するものです。
（例えば児童サービスに関す
るサービス計画を策定する場
合には、児童サービスに関す
る使命を記入します。

2ビジョン3）問題点の解決方法を考える

4）優先順位や条件により時間軸上に配置する

△△図書館サービス計画（策定手順④ 課題と課題解決の方策編）

項目 サービスの現状 サービスの課題と問題点 課題解決の方策

28

2.ビジョン
ビジョン欄には、策定する
サービス計画に関して10年ぐ
らいで実現したい内容を記入
します。

目的・目標を扱う三つのポイント

1.計画の目的・目標を明確にする

人は目標を求める傾向がある

目的意識が実現への第一歩→

「夢」を持ち続ける

目標は単純・明快かつ具体的に→

例えば「国民所得倍増計画」のように

2目的・目標と手段を取り違えない2.目的 目標と手段を取り違えない

例えば社会保険庁

「国民の福祉」→「組織の充実と維持」

3.目標に期限を設定する

「10年で国民所得を倍にする」（国民所得
倍増計画）

29

※加藤昭吉著『「計画力」を強くする』講談社（ブルーバックス） 2007.5 ｐ67～
81をもとに作成

ミッション・ビジョンの例
（座間市立図書館2009年版）

１．ミッション

１）社会基盤としての図書館を目指します

２）「場」としての図書館の充実を図ります
３）図書館の持つ３大機能－資料（情報）提供機能、保存機能、教育的機能－の充実をはかります。

２．ビジョン 項目 内容

情報拠点として
の図書館

・図書本来の仕事－資料提供－を充実させる（市民一人当たりの貸出 １０点）
・情報の発信を常に心がける。（ＨＰによる情報発信－郷土情報、資料情報）
活字媒体と別の媒体の活用 イブリ ド化を考える

30

の図書館 ・活字媒体と別の媒体の活用。ハイブリッド化を考える
・新聞、雑誌の活用

他機関との連携 ・学校図書室との連携
・生涯学習全体のなかでの位置づけを明確にする
・地域ボランティアとの連携による新しい試み
・学校、地域とのかかわりを深める

児童・シニアへの
サービス

・「幼児」から「老人」まで気兼ねなく利用できる図書館
・子どもと老人へのサービス
・今後、増加するシニアへの対応
・少子化傾向の子どもへの対応

役に立つ、暮らしに
寄り添う、充実感あ
る、癒しの図書館

・利便性の向上（点・線・面への対応）
・「幼児」から「老人」まで気兼ねなく利用できる図書館
・専門書だけでなく、暮らしの各場面で必要な資料を提供する

特色をだした図
書館

・基地関係資料の資料等の収集。
・図書館の必要性をアピール
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ＳＷＯＴ分析（１）

・ＳＷＯＴ分析とは

SWOT分析（-ぶんせき、SWOT analysis）とは、目標を達成するために
意思決定を必要としている組織や個人の、プロジェクトやベンチャービジネ
スなどにおける、強み (Strengths)、弱み (Weaknesses)、機会
(Opportunities)、脅威 (Threats) を評価するのに用いられる戦略計画ツー
ルの一つ。組織や個人の内外の市場環境を監視、分析している。フォーチュ
ン500のデータを用いて1960年代から70年代にスタンフォード大学で研究
プロジェクトを導いた、アルバート・ハンフリーにより構築された。

（ウィキペディアフリー百科事典より）

31

ＳＷＯＴ分析（２）

・クロスＳＷＯＴ分析

ＳＷＯＴのクロス分析とは、「強み」、「弱み」、「機会」、「脅威」を
下図のようにクロスさせ対応すべき課題を抽出する手法で、戦略オプション
とは戦略の選択肢のことをいいます。戦略策定の際、実行すべき戦略はこの
戦略オプションの中から選択決定されることになります。

32

「課題解決の方策」の記入例

おはなし会 月一回実施、幼年向け
のみ、職員1名で行ってい
る。

問題点としては、多く
の図書館が週一回程度おは
なし会を実施しているのに
対し、月一回は少ない。幼
年向けのみ実施され、小学
生向けが行われていない。
職員１名では内容的な広が
りに欠ける。課題は、週一

週一回実施を目指す。
内容は幼年向けと小学生向
けとする。そのためには、
おはなしボランティア養成
のために養成講座を実施す
る。職員のスキルアップの
ために、日本図書館協会が
行う児童図書館員養成講座

項目 サービスの現状 サービスの課題と問題点 課題解決の方策

記入例

33

回実施するだけの職員がい
ない。また、小学生向けに
行うためのスキルが職員側
にない。

に毎年１名ずつ派遣する。
また、県立図書館が実施す
る研修にも職員を派遣する。

項目は、一括

りに出来る程度
の内容ごとに記
述します。

例えば、児童
サービスの計画
であれば、「おは
なし会」「行事」
「出前」「団体貸
出」「ＰＲ」「職員
研修」等の項目
が考えられます。

ここは「項目」に
対しての現状の
サービス内容を記
述します。

例えば「おはなし
会」という項目では、
「月一回実施、幼
年向けのみ、職員
1名で行ってい
る。」といった内容
になります。

「サービスの現状」に対

しての課題や問題点を記
入します。

ここは現状に対する評
価となる部分です。ミッショ
ンやビジョンに基づいて現
状をどう判断するかグ
ループで十分討議して下
さい。

ここは先の項目で出さ

れた「課題」や「問題点」に
対してどのような方向で解
決していくのかという内容
を記述します。

この部分に書かれたこと
が、原則として年次計画の
項目になります。

「サービス計画」策定の手順（５）

６．年次計画

１）「課題と課題解決の方策」の
方策を年次に落とし込む。

２）即実行可能なものは1年次か
ら、実行に時間がかかるものは
準備期間も考慮して落とし込む。

△△図書館サービス計画（策定手順⑤ 年次計画編）

項目 事業 指標
初年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

備考

内容 経費 内容 経費 内容 経費 内容 経費 内容 経費

34

「年次計画」の記入例

項目 事業 指標
初年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

備考
内容 経費 内容 経費 内容 経費 内容 経費 内容 経費

おは
なし

職員の
スキル

職員
13名

旅費
2 50

2500
円

旅費
2 50

250
0円

旅費
2 50

2500
円

一年お
きに派

記入例

35

なし
会

スキル
アップ
（県立の
研修へ
派遣）

13名
中3人
の専門
研修を
行なう

2,50
0円
*1人

円 2,50
0円
*1人

0円 2,50
0円
*1人

円 きに派
遣

「策定手
順④ 課
題と課題
解決の方
策編」の
項目が、
ここの項
目になり
ます。

「課題解
決の方
策」に書
かれた
ものを、
具体的
事業とし
てここに
記入し
ます。

各事業
の概要、
あるい
は目標
の数値、
状態や
指標を
記入し
ます。

各事業
に関す
る内容と
計算式
を記入し
ます。

年度ごと
の計算で
きるよう、
数値のみ
記入しま
す。

その項目
の補足説
明を入れ
ます。

住民の図書館運営への参加

plan目標を設定して、それを実現する
ためのプロセスを設計（改訂）する

do計画を実施し そのパフォ マンス

36

do計画を実施し、そのパフォーマンス
を測定する

check測定結果を評価し、結果を目標
と比較するなど分析を行う

actプロセスの継続的改善・向上に必
要な措置を実施する
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Ⅲ.図書館の評価

37

図書館の評価とは

１．図書館評価の種類
評価の視点からは、
①ある時点の図書館評価
②サービス計画の評価
③職員の評価

評価者という点からは、

38

④館自身による評価
⑤設置者による評価
⑥専門家による評価
⑦利用者による評価

行政評価の点からは、
⑧インプット（投入）
⑨アウトプット（産出）
⑩アウトカム（効果）
⑪マネジメント－経営品質評価、ロードマップの評価、PR力など

サービス計画の評価（１）

改めて評価を考える
インプット

アウトプット

アウトカム

→教育・文化のアウトカム評価は可能か？→教育 文化のアウトカム評価は可能か？

マネジメントの評価

ロードマップの評価

39

サービス計画の評価（２）

評価の階層（ミュージアムの場合）

①オペレーションレベル
現場サービス、業務手順の効率運用

②マネジメントレベル
館の持つ潜在価値を最大限に活かす各種戦略館の持つ潜在価値を最大限に活かす各種戦略

③ガバナンスレベル
経営の健全・安定性。企業や行政との連携、対外コ
ミュニケーション

④社会体制レベル
館の存在基盤としての資金、人材、ボランティアな
どの資源供給、外部効果の循環メカニズム

40

※上山信一、稲葉都子『ミユージアムが都市を再生する』（日本経済新聞社 ２００３）より

三鷹市経営品質評価

41

Ⅳ.実際の図書館の評価

42
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図書館パフォーマンス指標（1）

１）量に関する指標

「量」に関する指標は日本における指標の中心と言ってよいかと思
う。というかそれ以外の指標がないとも言える。唯一「チェックリ
スト」があるのみである。「パフォーマンス指標」のうち次の８項
目が「量」に関するもので、『日本の図書館』で直接採取できる統
計、あるいは計算が可能な統計はこのうち４項目ある（矢印の右側
が『 本 書館』 採 あ は計算 能なも ） 他館と 比が『日本の図書館』で採取あるいは計算可能なもの）。他館との比
較を考える場合には、『日本の図書館』の項目のほかに、この指標
にはないが「人口当りの予約件数」「購入雑誌種数」「職員（非常
勤臨時を含んだ総職員数）一人当りの貸出冊数」「人口当りの資料
費」等を加えると良いのではないだろうか。

他の項目では、「４．」は今後採取の意義がありそうである。
それ以外は、自館の活動分析の必要性に応じて採取する、いわば
「選択項目」と言えるだろう。

43

図書館パフォーマンス指標（2）

量に関する指標

「２．サービス対象者の利用率(B.2.1.1)」→登録者数／奉仕人
口

「４ 人口当り来館回数(B213)」「４．人口当り来館回数(B.2.1.3)」

「１０．人口当り館内利用数(B.2.2.5)」

「１１．資料利用率(B.2.2.6)」

「１４．蔵書回転率(B.2.4.1)」→貸出冊数／蔵書冊数

「１５．人口当り貸出数(B.2.4.2)」→貸出冊数／奉仕人口

「１６．人口当り貸出中資料数(B.2.4.3)」

「１８．職員当り貸出数(B.2.4.5)」→貸出冊数／職員数

44

図書館パフォーマンス指標（3）

２）質に関する指標

「質」に関すると考えられる指標は、次の８項目である。ここで言
う「質」とは、資料の選択、サービスの内容、接客、整理の方法な
どが、利用者にどうとらえられているか、また利用者にとって使い
やすいかどうか、という観点での評価を「質」としている。これら
は、すべて調査を前提としたものある。日本の公共図書館では、３
年近く貸出を重視す 政策を り 間 定 存在を確保０年近く貸出を重視する政策を取り、国民の間に一定の存在を確保
してきた。ところが、当初から常に貸出という「量」に対して
「質」を求める意見が跡を絶たない。しかし、「量」は「質」と両
立しうるものである。一部の図書館を除き、「量」はまだまだ少な
いし、図書館の無い自治体すら数多い現状からすれば、「量」によ
る指標もまだまだ重要だと言える。

もちろん「質」の検証は当然必要である。先進図書館ではぜひ
このような調査を実施し、図書館界に示して欲しいと思う。

45

図書館パフォーマンス指標（4）

質に関する指標

「１．利用者の満足度(B.1.1.1)」

「６．タイトル利用可能性(B.2.2.1)」

「７ 要求タイトル利用可能性(B222)「７．要求タイトル利用可能性(B.2.2.2)」

「８．要求タイトル所蔵率(B.2.2.3)」

「９．要求タイトル一定期間内利用可能性(B.2.2.4)」

「２０．（レファレンス）正答率(B.2.6.1)」

「２１．タイトル目録探索成功率(B.2.7.1)」

「２２．主題目録探索成功率(B.2.7.2)」

46

図書館パフォーマンス指標（5）
３）効率に関する指標

効率に関する指標と考えられるものに、以下の１３項目
がある。このようにカテゴリー別に並べてみると、この
「効率」が一番多くなっており、費用、時間、設備、整理
など図書館のすべての部分が対象となっている事が分かる。
日本ではあまり効率的運営という事が表面に出てこなかっ
た。利用が少ないのは資料費が少ないから、忙しいのは職
員が少ないから、というふうにごまかしてきたのではない
かと思われる。資料費や職員が多いにこしたことはないが、
どこかに無駄はないだろうか。

近年、自治体財政の悪化に伴い、むしろ資料費や職員
の削減がされようとしている。図書館の効率的運営は焦眉
の課題である。客観的な数字を元に戦略を練る必要がある。
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図書館パフォーマンス指標（6）

効率に関する指標
「 ３．利用者当り費用(B.2.1.2)」
「 ５．来館当り費用(B.2.1.4)」
「１２．閉架書庫からの資料出納所要時間（中央値）(B.2.3.1)」
「１３．開架からの資料探索所要時間（中央値）(B.2.3.2)」
「１７．貸出当り費用(B.2.4.4)」
「１９．図書館間貸出のスピード(B.2.5.1)」１９．図書館間貸出のスピ ド(B.2.5.1)」
「２３．設備の利用可能性(B.2.9.1)」
「２４．設備利用率(B.2.9.2)」
「２５．座席占有率(B.2.9.3)」
「２６．コンピュータシステムの利用可能性(B.2.9.4)」
「２７．受入所要時間（中央値）(B.3.1.1)」
「２８．整理所要時間（中央値）(B.3.2.1)」
「２９．タイトル当りの目録費用(B.3.3.1)」
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9

評価項目の例

１ 全般（満足度、入館者数、開館時間など）
２ 貸出・閲覧・複写（貸出件数、相互協力件数など）
３ 蔵書・受入（蔵書回転率、蔵書新鮮度など）
４ 職員等（有資格率、研修参加人数など）
５ レファレンス・サービス（受付件数、データベース利用件数など）
６ 行事・展示（開催回数、参加者数など）
７ その他のサービス（インターネット端末数、HPアクセス数など）
８ 施設 設備（座席占有率 収蔵能力など）
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８ 施設・設備（座席占有率、収蔵能力など）
９ 目録整理等業務（目録作成件数、製本冊数など）
１０ 経費（人件費、図書購入費など）
１１ その他

・配架の正確性
・館報・PR紙の発行回数
・図書館協議会の開催回数
・図書館職員向け研修の開催回数

Ⅴ.図書館経営－今後の課題－
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図書館界の課題

ミッション、ビジョンを明確にする

サービス計画を策定する

自館の評価を行う

職場環境を整える職場環境を整える

積極的なＰＲを行う

豊かな蔵書を構築する
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職員個人の課題

「文化行政の資源もまた、ハードウェア（施設）
主導ではなく、ソフトウェア（仕組み、ノウハ
ウ）重視に転換しなくてはならないといわれてい
る。だが本当は、ハードウェア、ソフトウェアよ
りも ヒ マンウ ア（市民 職員 外部人りも、ヒューマンウェア（市民・職員・外部人
材）がまず重視されるべきなのであり、この
ヒューマンウェアのスピリット（志、思い）がそ
もそもの基本なのである。」

中川幾郎著『分権時代の自治体文化政策』（勁草書房 2001.4)p136-137
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『め組の大吾』の言葉

人間は成長していくにつれ、いろんな現実を思い知ら
される・・・。

「う～ん、現実は意外と理想通りには進まないぞ」。

そして・・・

「もしかしたら自分の夢はかなわないかも」

「そうはなれないかも」と思う。

そう思った人間から本当に、そうなれなくなっていく
んだよ・・・。

“自分はそうなれる”と信じているうちは、どんなこ
とだって“可能性”だけは常に残されている。

（『め組の大吾 ２０』（曽田正人著 小学館 1999 ｐ158-159）
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